資料紹介　電気通信大学所蔵『鉄砲秘伝書抜書』について by 佐藤 賢一
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資
料
紹
介
 
電
気
通
信
大
学
所
蔵
『
鉄
砲
秘
伝
書
抜
書
』
に
つ
い
て
 
                                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐
藤
賢
一
 
  
 
は
じ
め
に
 
 
本
稿
で
は
電
気
通
信
大
学
所
蔵『
鉄
砲
秘
伝
書
抜
書
』を
紹
介
す
る
。
(1) 本
資
料
は
、慶
長
一
八
年
( 一
六
一
三
年
) の
年
紀
を
持
つ
、江
戸
時
代
初
期
の
鉄
砲
に
関
す
る
秘
伝
書
で
あ
る
。以
下
の
本
文
で
は
、本
資
料
の
全
文
写
真
を
掲
げ
、
本
文
の
内
容
と
こ
れ
を
著
し
た
澤
村
氏
に
つ
い
て
の
解
説
を
行
う
。
 
  
 
一
 
資
料
の
書
誌
情
報
と
影
印
 
 
本
資
料
は
二
〇
〇
三
年
に
古
書
肆
よ
り
電
気
通
信
大
学
が
購
入
し
た
資
料
で
、
そ
れ
以
前
の
旧
蔵
者
に
つ
い
て
の
情
報
は
不
明
で
あ
る
。
 
 
資
料
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
折
本
の
写
本
一
帖
で
、
折
っ
た
状
態
の
大
き
さ
が
縦
二
五
．
六
㎝
×
横
一
〇
．
七
㎝
で
、
広
げ
た
全
長
が
一
〇
七
㎝
( 見
開
き
一
〇
丁
分
) と
な
る
。
文
字
は
墨
書
の
縦
書
き
で
、
罫
線
が
半
丁
に
五
行
分
引
か
れ
て
い
る
。
表
紙
は
赤
茶
色
で
、
料
紙
は
雁
皮
紙
で
あ
る
。
 
 
表
紙
に
題
箋
は
無
く
、
内
題
( タ
イ
ト
ル
) が
｢ 鉄
砲
秘
伝
書
抜
書
｣ と
な
っ
て
い
る
。
本
文
は
鉄
砲
の
秘
伝
書
の
形
式
と
な
っ
て
い
て
、
師
匠
か
ら
弟
子
に
技
を
伝
授
す
る
旨
が
日
付
と
共
に
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
を
授
与
し
た
師
匠
に
当
た
る
人
物
は
澤
村
角
右
衛
門
尉
之
相
・
内
記
之
清
の
親
子
で
、
慶
長
一
八
年
( 一
六
一
三
) 一
一
月
に
弟
子
の
坪
田
左
太
右
衛
門
尉
に
伝
授
さ
れ
て
い
る
。( 澤
村
氏
に
つ
い
て
の
紹
介
は
後
述
す
る
。
) 
 
一
六
世
紀
後
半
に
は
日
本
に
渡
来
し
て
い
た
鉄
砲
( 火
縄
銃
) は
、
こ
の
資
料
の
著
さ
れ
た
一
六
一
〇
年
代
に
は
既
に
生
産
技
術
が
定
着
し
、
射
撃
法
に
つ
い
て
も
流
派
ご
と
に
体
系
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
(2) こ
の
『
鉄
砲
秘
伝
抜
書
』
を
記
し
た
澤
村
親
子
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
｢ 稲
富
伊
賀
守
一
無
｣( 稲
富
祐
直
、一
五
五
二
―
一
六
六
一
) よ
り
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、稲
富
流
の
一
派
で
あ
っ
た
事
が
分
か
る
。
同
時
代
の
稲
富
流
の
秘
伝
書
は
各
地
に
現
存
し
て
い
る
が
、
大
抵
の
場
合
、
複
数
の
冊
子
に
別
れ
て
い
て
、
例
え
ば
、
射
撃
時
の
姿
勢
・
構
え
方
の
解
説
、
的
の
狙
い
方
、
鉄
砲
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
た
火
薬
の
分
量
、
的
ま
で
の
距
離
の
見
積
り
の
仕
方
、
等
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
(3) 
 
本
資
料
は
、
こ
れ
ら
稲
富
流
の
秘
伝
書
の
内
、
一
冊
の
み
が
伝
存
し
て
い
る
。
内
容
は
、
鉄
砲
の
弾
の
重
さ
、銃
身
の
長
さ
、飛
距
離
に
応
じ
た
火
薬
の
分
量
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。詳
し
い
内
容
は
、
飜
刻
文
と
共
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
、
以
下
、
資
料
全
文
の
写
真
を
掲
載
す
る
。
 
  
 
 
 
 
 
[ 資
料
写
真
] 
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     [ 花
押
部
分
拡
大
] 
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二
 
資
料
本
文
の
翻
刻
 
 
以
下
、
前
掲
の
写
真
の
翻
刻
文
を
掲
げ
る
。
( 適
宜
、
空
白
行
を
挿
入
す
る
。
) 
  
 
鉄
炮
秘
伝
書
抜
書
 
     三
匁
五
分
玉
三
尺
五
寸
筒
薬
積
 
一
 
拾
五
間
内
外
 
 
 
 
 
薬
一
匁
三
分
五
リ
ン
 
一
 
弐
拾
間
内
外
 
        同
壱
匁
五
分
 
一
 
廿
五
間
内
外
          同
一
匁
五
分
五
リ
ン
 
一
 
卅
間
内
外
            同
壱
匁
六
分
 
一
 
卅
五
間
内
外
          同
一
匁
六
分
五
リ
ン
 
一
 
四
拾
間
内
外
          同
壱
匁
七
分
 
一
 
四
拾
五
間
内
外
        同
壱
匁
七
分
五
リ
ン
 
一
 
五
拾
間
内
外
          同
壱
匁
八
分
 
一
 
五
拾
五
間
内
外
        同
壱
匁
八
分
五
リ
ン
 
一
 
六
拾
間
内
外
          同
壱
匁
九
分
 
一
 
七
拾
間
内
外
          同
弐
匁
 
一
 
八
拾
間
内
外
          同
弐
匁
弐
分
 
右
三
尺
三
寸
筒
ニ
ハ
五
リ
ン
引
ニ
込
ヘ
シ
三
尺
丸
臺
ニ
ハ
 
一
分
落
シ
可
込
弐
尺
八
寸
ノ
か
き
臺
ニ
ハ
一
分
五
リ
ン
 
落
ニ
可
込
進
之
口
伝
有
但
筒
ノ
ふ
と
さ
細
さ
ニ
 
可
寄
分
別
重
々
有
 
  
 
壱
匁
玉
四
尺
一
寸
ノ
薬
積
 
一
 
拾
五
間
内
外
          薬
壱
匁
六
分
 
一
 
廿
間
内
外
            同
壱
匁
七
分
 
一
 
卅
間
内
外
            同
一
匁
八
分
 
一
 
四
拾
間
内
外
          同
壱
匁
九
分
 
一
 
五
拾
間
内
外
          同
弐
匁
 
一
 
六
拾
間
内
外
          同
弐
匁
弐
分
 
一
 
七
拾
間
内
外
          同
弐
匁
四
分
 
一
 
八
拾
間
内
外
          同
弐
匁
六
分
 
右
四
尺
壱
寸
ノ
内
外
之
薬
積
也
 
     六
匁
玉
四
尺
五
寸
ノ
筒
之
薬
積
 
一
 
拾
五
間
内
外
          薬
弐
匁
 
一
 
廿
間
内
外
            同
弐
匁
二
分
 
一
 
卅
間
内
外
            同
弐
匁
四
分
 
一
 
四
拾
間
内
外
          同
弐
匁
六
分
 
一
 
五
拾
間
内
外
          同
弐
匁
八
分
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一
 
六
拾
間
内
外
          同
三
匁
 
一
 
七
拾
間
内
外
          同
三
匁
二
分
 
一
 
八
拾
間
内
外
          同
三
匁
四
分
 
              已
上
 
     三
匁
五
分
玉
三
尺
五
寸
筒
重
目
當
積
 
一
 
壱
町
五
段
            壇
二
分
 
                        薬
二
匁
四
分
 
一
 
弐
町
                壇
四
分
半
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
弐
匁
六
分
 
一
 
弐
町
五
反
            壇
七
分
半
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
二
匁
七
分
 
一
 
三
町
                壇
一
寸
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
二
匁
八
分
 
一
 
三
町
五
段
            壇
一
寸
五
分
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
弐
匁
九
分
 
一
 
四
町
                壇
二
寸
二
分
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
三
匁
 
一
 
四
町
五
反
            壇
三
寸
一
分
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
三
匁
一
分
 
一
 
五
町
                壇
四
寸
 
                        薬
三
匁
三
分
 
              已
上
 
     一
両
玉
四
尺
一
寸
筒
重
目
当
積
 
一
 
一
町
五
段
 
先
八
寸
 
 
壇
一
分
半
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
弐
匁
八
分
 
一
 
弐
町
      前
八
寸
    壇
三
分
 
                        薬
三
匁
一
分
 
一
 
弐
町
五
反
            壇
四
分
ニ
ヨ
ハ
シ
 
                        薬
三
匁
二
分
 
一
  三
町
                壇
六
分
半
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
三
匁
四
分
 
一
 
三
町
五
反
            壇
一
寸
ニ
ヨ
ハ
シ
 
                        薬
三
匁
五
分
 
一
 
四
町
                壇
一
寸
二
分
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
三
匁
七
分
 
一
 
四
町
五
反
            壇
一
寸
六
分
半
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
三
匁
八
分
 
一
 
五
町
                壇
二
寸
三
分
半
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                        薬
四
匁
 
              已
上
 
     六
匁
玉
四
尺
五
寸
筒
重
目
当
積
 
一
 
壱
町
五
段
 
先
八
寸
    壇
一
分
半
 
                        薬
三
匁
六
分
 
一
 
弐
町
      前
八
寸
    壇
二
分
半
 
                        薬
三
匁
九
分
 
一
 
弐
町
五
段
            壇
三
分
半
 
                        薬
四
匁
 
一
 
三
町
                壇
六
分
半
 
                        薬
四
匁
二
分
 
一
 
三
町
五
段
            壇
九
分
半
 
                        薬
四
匁
三
分
 
一
 
四
町
                壇
一
寸
二
分
ニ
ツ
ヨ
シ
 
                        薬
四
匁
五
分
 
一
 
四
町
五
反
            壇
一
寸
七
分
 
                        薬
四
匁
六
分
 
一
 
五
町
                壇
二
寸
四
分
半
 
                        薬
四
匁
八
分
 
              已
上
 
 右
之
書
慶
長
十
年
正
月
廿
四
日
 
従
稲
富
伊
賀
守
入
道
一
夢
斎
相
伝
雖
 
為
一
大
事
之
秘
伝
書
物
年
来
鉄
砲
 
御
執
心
被
申
其
上
拙
者
父
子
江
万
事
 
付
而
別
而
致
添
御
心
候
間
写
進
之
畢
 
向
後
鉄
砲
之
儀
弥
無
御
油
断
可
有
 
御
嗜
候
猶
於
御
応
望
者
参
而
書
物
 
遣
之
可
申
候
此
書
物
之
儀
於
御
他
見
者
 
必
御
誓
紙
天
罰
不
去
立
所
可
有
御
蒙
 
者
也
仍
如
件
 
                 
澤
村
角
右
衛
門
尉
 
                          之
相
  [ 花
押
][ 印
] 
慶
長
十
八
年
 
      十
一
月
吉
日
 
                  澤
村
内
記
 
                          之
清
 
[ 花
押
][ 印
] 
      坪
田
左
太
右
衛
門
尉
殿
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                       参
 
  
 
三
 
『
鉄
砲
秘
伝
書
抜
書
』
の
内
容
に
つ
い
て
 
 
資
料
の
本
文
は
大
き
く
六
つ
の
一
覧
表
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
 
  
 
( 一
) 
三
匁
五
分
玉
 
三
尺
五
寸
筒
 
薬
積
 
    ( 二
) 
一
匁
玉
 
四
尺
一
寸
ノ
 
薬
積
 
 
 
( 三
) 
六
匁
玉
 
四
尺
五
寸
ノ
筒
之
 
薬
積
 
    ( 四
) 
三
匁
五
分
玉
 
三
尺
五
寸
筒
 
重
目
當
積
 
    ( 五
) 
一
両
玉
 
四
尺
一
寸
筒
 
重
目
当
積
 
    ( 六
) 
六
匁
玉
 
四
尺
五
寸
筒
 
重
目
当
積
 
  
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
鉄
砲
の
弾
の
重
さ
と
筒
の
長
さ
を
与
え
た
と
き
に
、
目
標
ま
で
の
飛
距
離
に
応
じ
て
必
要
な
黒
色
火
薬
の
分
量
を
提
示
す
る
表
と
な
っ
て
い
る
。
(4) こ
れ
ら
の
表
に
記
さ
れ
て
い
る
数
値
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
同
系
の
秘
伝
書
の
間
で
も
幾
つ
か
の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
本
資
料
に
お
い
て
も
原
文
の
数
値
が
保
存
さ
れ
て
い
る
確
証
は
無
く
、
伝
授
の
過
程
で
内
容
に
差
違
が
生
じ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
ま
た
、
当
時
は
現
在
の
よ
う
に
実
験
的
・
実
証
的
に
火
薬
の
分
量
と
銃
弾
の
飛
距
離
の
関
係
を
確
定
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
砲
術
に
関
わ
っ
た
人
々
の
間
で
経
験
的
に
伝
承
さ
れ
た
内
容
を
整
理
し
た
数
値
の
表
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
(5) 
 
参
考
ま
で
に
、
こ
れ
ら
六
つ
の
表
を
現
代
的
な
数
表
と
し
て
表
記
し
グ
ラ
フ
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
( 一
匁
＝
三
．
七
五
ｇ
 
、
一
両
＝
一
〇
匁
、
一
尺
＝
一
〇
寸
＝
三
〇
．
三
〇
三
㎝
、
一
町
＝
六
〇
間
＝
三
六
〇
尺
、
一
反
( 段
) ＝
六
間
、
の
換
算
と
な
る
。
) 
  
 
表
( 一
) 
三
．
五
匁
玉
 
三
．
五
尺
筒
 
 
 
 
 
距離(間) 火薬(匁)
15 1.35
20 1.5
25 1.55
30 1.6
35 1.65
40 1.7
45 1.75
50 1.8
55 1.85
60 1.9
70 2
80 2.2 
 
 
 
 
( 原
文
に
付
さ
れ
る
｢ 内
外
｣ の
文
字
は
、
現
在
の
｢ 前
後
｣ と
同
じ
用
法
と
推
定
さ
れ
る
。
｢ 拾
五
 
 
 
 
 
間
内
外
｣ と
記
さ
れ
る
場
合
は
、
｢ 拾
五
間
前
後
｣ と
な
る
。
以
下
、
同
様
。
) 
  
 
表
( 二
) 
一
匁
玉
 
四
．
一
尺
筒
 
 
 
 
 
距離火薬
15 1.6
20 1.7
30 1.8
40 1.9
50 2
60 2.2
70 2.4
80 2.6 
  
 
表
( 三
) 
六
匁
玉
 
三
．
五
尺
筒
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距離火薬
15 2
20 2.2
30 2.4
40 2.6
50 2.8
60 3
70 3.2
80 3.4 
  
 
表
( 四
) 
三
．
五
匁
玉
 
三
．
五
尺
筒
 
重
目
当
 
 
 
 
 
距離(町) 壇(寸) 火薬(匁)
1.5 0.2 2.4
2 0.45 2.6
2.5 0.75 2.7
3 1 2.8
3.5 1.5 2.9
4 2.2 3
4.5 3.1 3.1
5 4 3.3 
        (｢ 壇
｣ と
は
、
矢
倉
の
目
盛
の
数
値
と
推
定
さ
れ
る
。
) 
  
 
表
( 五
) 
一
両
玉
 
四
．
一
尺
筒
 
重
目
当
 
 
 
 
 
距離 壇 火薬
1.5 0.15 2.8
2 0.3 3.1
2.5 0.4 3.2
3 0.65 3.4
3.5 1 3.5
4 1.2 3.7
4.5 1.65 3.8
5 2.35 4 
  
 
表
( 六
) 
六
匁
玉
 
四
．
五
尺
筒
 
重
目
当
 
  
 
 
距離 壇 火薬
1.5 0.15 3.6
2 0.25 3.9
2.5 0.35 4
3 0.65 4.2
3.5 0.95 4.3
4 1.2 4.5
4.5 1.7 4.6
5 2.45 4.8 
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0
0.5
1
1.5
2
2.5
3
3.5
4
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
・
ﾎ・
・
ﾊ(・
・)
飛距離(間)
表(一)～(三)の数値分布
(一)3.5匁/3.5尺 (二)1匁/4.1尺 (三)6匁/4.5尺 
0
1
2
3
4
5
6
0 1 2 3 4 5 6
・
ﾎ・
・
ﾊ(・
・)
飛距離(町)
表(四)～(六)の数値分布
(四) (五) (六) 
 
 
( 現
代
的
な
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
表
( 一
) ～
( 六
) を
図
示
し
た
が
本
文
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
ら
 
 
 
の
数
値
は
実
験
的
に
得
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
経
験
的
も
し
く
は
観
念
的
に
設
定
さ
れ
た
数
値
 
 
 
群
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
各
表
の
数
値
の
分
布
が
一
次
関
数
的
に
設
定
さ
れ
て
い
 
 
 
た
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
グ
ラ
フ
と
し
て
参
照
さ
れ
た
い
。
) 
  
表
( 一
) の
箇
所
の
但
し
書
き
に
｢ 右
三
尺
三
寸
筒
ニ
ハ
五
リ
ン
引
ニ
込
ヘ
シ
三
尺
丸
臺
ニ
ハ
一
分
落
シ
可
込
…
…
｣ と
記
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
鉄
砲
の
銃
身
を
三
尺
五
寸
か
ら
短
く
し
た
場
合
の
火
薬
の
装
填
量
を
指
示
し
て
お
り
、
例
え
ば
三
尺
三
寸
に
短
く
し
た
場
合
、
装
填
す
る
火
薬
の
量
は
各
飛
距
離
に
対
し
て
五
厘
ず
つ
少
な
く
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。
( 他
の
場
合
は
、
三
尺
と
二
尺
八
寸
と
な
る
。
)
(6) 
 
末
尾
の
一
文
｢ 右
之
書
…
…
｣ は
、
秘
伝
書
を
記
し
た
澤
村
父
子
が
授
与
さ
れ
る
坪
田
氏
に
宛
て
た
注
意
書
き
で
あ
る
。
要
約
す
る
と
、
 
  
 
｢ 本
書
は
慶
長
十
年
正
月
に
稲
富
伊
賀
守
よ
り
相
伝
し
た
秘
術
で
あ
る
が
、
貴
殿
は
長
年
鉄
砲
の
術
 
 
 
に
傾
倒
し
我
々
父
子
に
従
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
書
を
写
し
て
伝
授
す
る
。
以
後
、
鉄
砲
の
術
 
 
 
を
油
断
無
く
嗜
ま
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
他
の
人
が
こ
の
術
を
所
望
の
際
は
他
見
さ
せ
ず
誓
詞
を
取
っ
 
 
 
て
か
ら
与
え
る
よ
う
に
。
｣ 
 と
な
る
。
こ
の
一
文
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
継
承
さ
れ
た
技
芸
の
秘
伝
書
に
典
型
的
な
内
容
で
あ
り
、
年
代
( 慶
長
十
年
) と
伝
授
者
( 稲
富
氏
) の
情
報
以
外
に
特
に
新
味
は
無
い
。
 
 
次
に
、
こ
の
秘
伝
書
を
授
与
し
た
澤
村
父
子
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
い
。
 
  
 
四
 
秘
伝
書
の
伝
授
者
 
澤
村
氏
に
つ
い
て
 
 
こ
の
『
鉄
砲
秘
伝
書
抜
書
』
の
末
尾
に
署
名
を
残
し
て
い
る
澤
村
氏
親
子
に
つ
い
て
、
現
在
判
明
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
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そ
も
そ
も
、
こ
の
秘
伝
書
か
ら
読
み
取
れ
る
彼
ら
の
情
報
は
、
わ
ず
か
に
姓
名
と
秘
伝
書
の
成
立
時
期
( 慶
長
一
八
年
) で
あ
る
。
そ
こ
で
、
慶
長
一
八
年
に
存
命
で
あ
っ
た
澤
村
之
相
・
之
清
と
い
う
父
子
を
探
索
す
る
作
業
が
求
め
ら
れ
る
が
、
本
資
料
を
購
入
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
何
ら
手
が
か
り
も
無
く
皆
目
見
当
も
付
か
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
偶
々
、
二
〇
一
八
年
五
月
に
筆
者
は
滋
賀
県
の
彦
根
市
立
図
書
館
で
資
料
集
『
彦
根
藩
史
料
叢
書
 
侍
中
由
緒
帳
』
(7) を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
が
、
そ
の
中
に
確
実
に
慶
長
一
八
年
に
は
存
命
で
あ
る
、
澤
村
之
相
・
之
清
の
両
名
の
記
載
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
 
 
こ
の
史
料
叢
書
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
｢ 侍
中
由
緒
帳
｣ と
は
、
彦
根
藩
井
伊
家
家
中
の
藩
士
が
藩
に
提
出
し
た
由
緒
書
き
( 歴
代
の
先
祖
の
経
歴
を
記
し
た
文
書
) を
集
成
し
た
編
纂
物
で
あ
る
。
そ
の
記
録
の
中
に
澤
村
家
の
項
目
が
設
け
ら
れ
、
四
代
目
当
主
で
あ
る
澤
村
之
省
が
元
禄
四
年
時
点
で
先
祖
の
こ
と
を
記
録
し
た
文
言
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
初
代
・
之
相
、
二
代
・
之
清
の
記
述
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
( 之
省
の
曽
祖
父
が
之
相
、
祖
父
が
之
清
と
い
う
続
柄
に
な
る
。
) な
お
、
正
確
を
期
す
と
、
以
下
の
引
用
文
中
に
彼
ら
の
実
名
を
示
す
｢ 之
相
｣ と
｢ 之
清
｣ の
文
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
叢
書
の
解
説
で
言
及
さ
れ
て
い
る
別
史
料
『
貞
享
異
譜
』( こ
れ
も
彦
根
藩
士
の
由
緒
書
き
) に
彼
ら
の
実
名
が
収
録
さ
れ
て
い
る
(8)こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
本
稿
で
も
そ
れ
に
準
拠
し
た
。
 
                初
代
・
澤
村
之
相
 
 
 
｢ 右
拙
者
[ 之
省
の
こ
と
] 曽
祖
父
沢
村
角
右
衛
門
[ 之
相
] 生
国
伊
賀
、
父
者
沢
村
山
城
守
与
申
候
而
 
 
綾
郡
壬
生
野
野
攪
上
之
城
主
ニ
候
、
信
長
一
乱
ニ
牢
人
仕
候
、
其
後
曽
祖
父
沢
村
角
右
衛
門
儀
、
 
 
 
直
政
[ 初
代
井
伊
家
藩
主
] 様
上
州
御
在
城
之
御
時
被
召
出
、御
近
所
ニ
召
仕
諸
事
御
用
等
相
務
申
候
、 
 
 
其
後
五
百
石
拝
知
、
関
ヶ
原
相
務
、
其
後
五
百
石
御
加
増
都
合
千
石
拝
領
仕
、
御
小
性
衆
并
御
歩
行
 
 
 
衆
御
預
被
遊
、
御
使
番
共
ニ
被
仰
付
大
坂
両
御
陣
相
務
、
御
帰
陣
以
後
五
百
石
宛
両
度
ニ
御
加
増
拝
 
 
 
領
仕
、
都
合
弐
千
石
拝
知
仕
候
｣
(9) 
 
 
 
 
 
 
 
( 強
調
は
引
用
者
に
よ
る
。
[ 
] 内
の
記
載
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
情
報
。
以
下
同
様
) 
                二
代
・
澤
村
之
清
 
 
 
｢ 祖
父
沢
村
角
右
衛
門
[ 之
清
] 、
大
阪
御
陣
之
時
分
御
小
性
役
相
勤
、
其
後
自
分
ニ
三
百
石
拝
知
、
 
 
 
其
以
後
親
家
督
千
三
百
石
拝
領
、祖
父
弟
沢
村
与
一
郎
江
分
知
七
百
石
被
 
下
置
候
、其
後
直
澄
[ 三
 
 
 
代
井
伊
家
藩
主
] 様
御
代
七
百
石
御
加
増
、
本
知
弐
千
石
被
下
置
候
、
御
用
人
役
相
務
、
御
歩
行
衆
 
 
 
御
預
ケ
被
遊
候
、其
後
御
城
代
中
老
役
被
 
仰
付
、御
城
中
御
番
頭
五
人
、拾
一
口
御
番
頭
拾
壱
人
、 
 
 
其
外
御
役
人
知
行
取
拾
弐
人
、
都
合
弐
拾
八
人
組
付
御
預
被
遊
候
｣
(10) 
  
本
稿
の
儀
論
に
必
要
な
限
り
で
、
両
名
の
記
事
の
概
要
を
記
す
。
 
 
澤
村
家
の
初
代
・
之
相
は
伊
賀
の
攪
上
城
主
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
織
田
信
長
に
攻
略
さ
れ
て
牢
人
と
な
る
。
そ
の
後
、
上
野
国
で
井
伊
直
政
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
。
最
終
的
に
二
千
石
取
り
の
御
使
番
ま
で
昇
進
す
る
が
、
こ
の
間
、
関
ヶ
原
、
大
坂
夏
冬
の
陣
に
参
戦
し
て
い
る
。
二
代
・
之
清
は
大
坂
の
陣
の
際
に
御
小
姓
役
を
勤
め
る
。
家
督
を
相
続
し
た
後
は
御
用
人
、
中
老
役
ま
で
昇
り
、
父
と
同
じ
く
二
千
石
を
拝
領
し
て
い
る
。
 
 
彼
ら
父
子
は
共
に
大
坂
冬
の
陣
( 慶
長
一
九
年
) と
夏
の
陣
( 慶
長
二
〇
年
) に
参
戦
し
て
い
る
の
で
、
『
鉄
砲
秘
伝
書
抜
書
』
が
授
与
さ
れ
た
慶
長
一
八
年
に
は
確
実
に
生
存
し
て
お
り
、
こ
の
頃
既
に
両
名
と
も
彦
根
藩
士
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
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た
だ
一
点
、
秘
伝
書
の
記
載
と
こ
こ
に
引
用
し
た
記
事
の
情
報
に
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
息
子
・
之
清
の
通
称
で
あ
る
。秘
伝
書
で
は
｢ 澤
村
内
記
之
清
｣ と
名
乗
っ
て
い
る
が
、由
緒
書
き
で
は
｢ 沢
村
角
右
衛
門
[ 之
清
]｣ と
な
っ
て
い
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
は
、澤
村
家
の
当
主
が
家
督
相
続
後
に
｢ 角
右
衛
門
｣ を
名
乗
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
手
が
か
り
と
な
る
。
(11) つ
ま
り
、
｢ 内
記
｣ の
通
称
は
家
督
相
続
以
前
の
之
清
の
も
の
で
、
相
続
後
は
角
右
衛
門
を
名
乗
っ
た
と
考
え
れ
ば
こ
の
差
異
は
矛
盾
無
く
説
明
で
き
る
。
 
 
以
上
の
情
報
を
整
理
す
る
と
、
慶
長
一
八
年
に
彦
根
藩
士
と
し
て
澤
村
角
右
衛
門
之
相
・
之
清
と
い
う
親
子
が
実
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
当
時
の
由
緒
書
き
の
通
例
と
し
て
、
個
々
の
藩
士
の
情
報
は
身
分
・
役
職
や
石
高
な
ど
が
記
さ
れ
る
の
み
で
、
特
別
な
技
芸
を
以
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
専
門
職
( 医
師
、
鷹
匠
、
剣
術
指
南
、
等
々
) 以
外
、
特
殊
技
能
に
関
わ
る
情
報
は
記
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
澤
村
父
子
が
仮
に
鉄
砲
の
秘
伝
の
体
得
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
個
人
の
武
芸
に
属
す
る
情
報
で
あ
り
、
彦
根
藩
へ
の
具
体
的
な
奉
仕
を
伴
わ
な
け
れ
ば
由
緒
書
き
に
は
記
載
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
果
た
し
て
、
秘
伝
書
を
著
し
た
澤
村
父
子
と
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
彦
根
藩
士
の
澤
村
父
子
は
同
一
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
(12) 最
後
に
こ
の
検
証
が
必
要
と
な
る
。
理
想
を
語
れ
ば
、
彦
根
藩
士
と
し
て
の
澤
村
氏
に
由
来
す
る
史
料
か
ら
鉄
砲
に
関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
同
定
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
類
す
る
史
料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
彼
ら
が
同
一
人
物
で
は
な
か
っ
た
と
仮
定
し
て
み
る
と
、こ
の
慶
長
一
八
年
と
い
う
年
に
、父
子
と
も
に
同
姓
同
名
の
二
組
( つ
ま
り
、合
計
四
名
) が
日
本
国
内
に
い
た
こ
と
に
な
る
。澤
村
の
苗
字
を
持
ち
、親
子
二
代
で
共
通
の
実
名
を
名
乗
る
四
名
が
い
た
と
い
う
こ
と
が
現
実
に
起
こ
り
う
る
確
率
は
、
限
り
な
く
零
に
近
い
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
の
暫
定
的
な
結
論
と
な
る
が
、
非
常
に
高
い
確
率
で
彼
ら
は
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
こ
こ
ま
で
は
澤
村
氏
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
一
方
の
伝
授
さ
れ
た
側
で
あ
る
坪
田
氏
に
つ
い
て
の
情
報
は
今
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
ら
な
い
。
澤
村
が
伝
授
し
た
相
手
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
坪
田
氏
も
彦
根
藩
士
だ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
前
述
し
た
『
彦
根
藩
史
料
叢
書
 
侍
中
由
緒
帳
』
に
は
坪
田
家
の
記
載
は
無
い
。
坪
田
氏
に
関
す
る
探
索
は
引
き
続
き
継
続
し
た
い
。
 
  
 
お
わ
り
に
 
 
以
上
、
『
鉄
砲
秘
伝
書
抜
書
』
の
紹
介
を
行
っ
た
。
一
六
一
〇
年
代
と
い
う
近
世
最
初
期
の
稲
富
流
の
秘
伝
書
に
関
す
る
情
報
を
新
た
に
提
示
す
る
と
共
に
、
こ
れ
に
関
与
し
た
澤
村
之
相
・
之
清
父
子
が
彦
根
藩
士
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
指
摘
し
た
。
稲
富
流
が
彦
根
藩
内
に
流
布
し
た
可
能
性
も
示
唆
し
た
こ
と
に
な
る
。
惜
し
む
ら
く
は
、
本
資
料
が
唯
一
冊
の
み
現
存
す
る
こ
と
で
、
他
に
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
冊
子
は
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
本
稿
は
紙
幅
の
関
係
で
資
料
飜
刻
の
み
を
掲
げ
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
資
料
の
文
言
を
他
の
稲
富
流
伝
書
類
と
校
合
し
、
写
本
伝
来
の
過
程
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
澤
村
父
子
の
関
係
資
料
を
並
行
し
て
探
索
す
る
作
業
も
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
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注
と
文
献
 
(1)本
資
料
は
、
本
稿
筆
者
・
佐
藤
が
電
気
通
信
大
学
で
行
っ
て
い
る
公
開
講
座
｢ 理
系
の
古
文
書
講
座
｣
に
お
い
て
、
受
講
者
に
対
す
る
参
考
資
料
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
講
座
で
の
紹
介
内
容
を
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
(2)本
稿
で
依
拠
し
た
砲
術
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、宇
多
川
武
久『
江
戸
の
炮
術
 
継
承
さ
れ
る
武
芸
』( 東
洋
書
林
、二
〇
〇
〇
年
) 、宇
多
川
武
久
編『
鉄
砲
伝
来
の
日
本
史
 
火
縄
銃
か
ら
ラ
イ
フ
ル
銃
ま
で
』( 吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
) を
参
照
し
た
。
 
(3)稲
富
流
の
秘
伝
書
と
し
て
一
六
一
〇
年
代
に
記
さ
れ
た
資
料
の
現
存
例
と
し
て
は
、東
京
大
学
総
合
図
書
館
南
葵
文
庫
所
蔵
｢ 稲
富
流
秘
伝
書
｣ 一
〇
冊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
｢ 稲
富
流
鉄
砲
秘
伝
書
｣ 一
九
冊
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
荘
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
｢ 稲
富
流
秘
伝
書
｣ 、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
(4)こ
れ
ら
の
表
の
内
( 四
) ～
( 六
) に
つ
い
て
は
、｢ 重
目
当
｣( か
さ
ね
め
あ
て
) の
火
薬
の
分
量
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
重
目
当
と
は
、
稲
富
流
に
お
い
て
、
鉄
砲
を
発
射
す
る
際
に
銃
身
に
｢ 矢
倉
｣( や
ぐ
ら
) と
呼
ば
れ
る
照
準
板
を
立
て
、
そ
の
目
盛
り
ま
た
は
板
に
開
け
た
穴
を
使
っ
て
照
準
を
決
定
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
 
(5)と
は
い
え
、彼
ら
が
一
連
の
経
験
則
を
表
に
ま
と
め
る
た
め
に
用
い
た
で
あ
ろ
う
数
理
観
念
、例
え
ば
、
飛
距
離
に
対
し
て
必
要
な
火
薬
の
分
量
が
一
次
関
数
的
に
増
え
て
い
く
と
い
っ
た
関
係
概
念
を
探
究
す
る
こ
と
は
、
技
術
史
で
は
な
く
数
学
史
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
対
象
と
な
る
。
 
(6)飜
刻
文
に
お
い
て
、
説
明
の
必
要
な
語
句
を
補
足
し
て
お
く
。
表
( 四
) 以
降
に
現
れ
る
｢ ツ
ヨ
シ
｣｢ ヨ
ハ
シ
｣ は
数
値
に
付
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
｢ …
…
強
｣｢ …
…
弱
｣ を
意
味
し
て
い
る
。表
( 五
)( 六
) に
現
れ
る
｢ 先
八
寸
｣｢ 前
八
寸
｣ は
そ
れ
ぞ
れ
、射
撃
手
か
ら
見
た
銃
身
の
先
端
か
ら
八
寸
の
位
置
に
あ
る
照
準
、銃
身
の
後
部
か
ら
八
寸
の
位
置
に
あ
る
照
準
を
示
す
。
 
(7)澤
村
氏
の
記
載
を
収
録
す
る
の
は
、
彦
根
城
博
物
館
編
『
彦
根
藩
史
料
叢
書
 
侍
中
由
緒
帳
』
２
( 彦
根
市
教
育
委
員
会
、一
九
九
五
年
) で
あ
る
。本
来
な
ら
ば
原
史
料
を
参
照
し
た
上
で
詳
細
を
立
論
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
は
史
料
の
所
在
を
速
報
す
る
意
義
を
重
視
し
、
原
史
料
の
参
照
は
継
続
研
究
作
業
と
し
て
次
の
課
題
と
し
た
い
。
 
(8)前
掲
書
の
解
説
に
｢ 初
代
之
相
は
角
右
衛
門
を
称
し
、
｢ 侍
中
由
緒
帳
｣ ・
｢ 貞
享
異
譜
｣ に
よ
る
と
、
生
国
伊
賀
国
、父
は
山
城
守
・
伊
賀
国
綾
郡
( 阿
山
郡
カ
) 壬
生
野
の
攪
上
城
主
と
い
う
。｢ 貞
享
異
譜
｣ に
は
、
父
の
実
名
は
之
通
と
い
い
[ 後
略
]｣( 四
五
八
頁
) 等
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、｢ 貞
享
異
譜
｣ で
歴
代
の
実
名
の
情
報
を
補
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
 
(9)前
掲
書
、
三
五
六
―
三
五
七
頁
。
 
(10)前
掲
書
、
三
五
八
頁
。
 
(11)｢ 沢
村
家
歴
代
は
、
…
…
家
督
相
続
後
に
角
右
衛
門
を
称
す
る
例
が
多
い
｣( 前
掲
書
、
四
五
八
頁
) 
(12)稲
富
一
夢
が
彦
根
藩
士
と
師
弟
関
係
を
結
ん
で
い
た
史
実
も
確
認
さ
れ
る
。す
な
わ
ち
、稲
富
は
慶
長
六
年
、
彦
根
藩
士
の
岡
本
半
介
に
鉄
砲
術
を
伝
授
し
て
い
る
。
( 宇
多
川
『
江
戸
の
砲
術
』
、
二
〇
五
頁
)
こ
の
一
事
を
以
て
す
る
と
、
稲
富
が
彦
根
藩
士
と
接
触
の
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
澤
村
氏
の
元
に
稲
富
流
の
秘
術
が
伝
わ
っ
た
こ
と
の
説
明
も
で
き
よ
う
。
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An Introduction of a License to Gunnery in Edo Period, Teppo Hiden Bassho, 1613. 
 
Abstruct 
 This paper introduces one historical material of a license to traditional Japanese gunnery on 1613. This license, Teppo Hiden Bassho (鉄砲秘
伝抜書), was issued by both SAWAMURA Kakuemon (澤村 角右衛門) and his son, Naiki (内記) to TSUBOTA Sataemon (坪田 左太右衛門). 
In this license, Sawamura family showed 6 correspondence tables as their school secret, listing the relationship between the weight of gun-powder and 
the musket shot. The author reveals that SAWAMURA family was higher-class feudal retainer of Hikone Clan, reffering their genealogy edited by the 
order of Lord Ii (井伊).   
